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研究成果の概要（和文）：2020年春からのCOVID-19感染拡大、2022年2月24日からのロシアによるウクライナへ
の特別軍事作成の開始などにより、本研究課題は文献研究にとどまったままであり、当初計画していた実地調査
をまったく実施できないまま、本研究課題の期間満了を迎えることになった。2021年度の実施状況報告書で記し
たように、障害者と非障害者との社会的結束の実践的課題、制度的課題、具体的方策を探求してきたが、現場で
の参与観察、ヒアリング調査を実施できなかったため、本研究課題は理論的枠組みの検討のみで終了を迎えるこ
とになった。

研究成果の概要（英文）：Due to the spread of COVID-19 infection from the spring of 2020 and the 
start of Russia's creation of a special military force against Ukraine from February 24, 2022, this 
research topic has remained as a literature research, and the field survey originally planned The 
period of this research project has come to an end without being able to carry out any of the above.
 As described in the 2021 implementation status report, we have explored practical issues, 
institutional issues, and specific measures for social cohesion between persons with disabilities 
and non-disabled persons. This research project ended only with the examination of the theoretical 
framework.

研究分野：比較社会福祉経営システム論

キーワード： ロシア　障害者　障害者雇用　ソーシャル・インクルージョン　インクルーシブ・マネジメント　ソー
シャル・イノベーション　社会福祉システム　経営システム
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果の学術的意義や社会的意義は「企業の社会的責任とソーシャル・イノベーション視点からのロシアの
障害者雇用問題研究」をテーマに、現在ロシアで創出しつつ ある社会的企業と社会的企業家の行動と機能の経
営、経済的分析を通じて、ロシアの国家官僚主導型経営システムのノーマリゼーション可能性 を探求すること
を目的としたことにある。また、ロシア版ＣＳＲ、ソーシャル・イノベーションの観点から、障害者雇用をめぐ
る制度研究と雇用政策を研究したこと、 これまでのロシア版ＣＳＲの「かたち」とは異なるソーシャル・イノ
ベーション・タイプのＣＳＲに着目したことに学術的意義を見出せる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 
 研究分担者として参加した科研費・基盤研究（Ａ）「特別なニーズをもつ子ど もへの教育・
社会開発に関する比較研究」（2011～2015年、研究代表者・黒田学、立命館大 学産業社会
学部教授）共同研究プロジェクトに参加した。ロシア・ポーランド・ドイツ・イ タリア・
スペイン・キューバ・ベトナムにおいて医療、福祉、教育領域における経済的社会 的パフ
ォーマンスの現地調査、とりわけ申請者は障害者雇用の観点から共同研究を遂行して きた。
この共同研究は、社会学、経営学、経済学、教育学、心理学による学際的研究であり、 申
請者はこれらの研究活動のなかで本研究課題に着眼し、ロシア企業の障害者雇用問題をＣ 
ＳＲとソーシャル・イノベーションの視点で分析する構想をもつようになった次第である。 
 私は、経済学、経営学の立場からロシアの経済制度、 企業システムの研究に取り組んで
きたのだが、この 8年間は社会福祉学、障害学、障害学、 心理学の研究者との共同研究か
らインスパイア―されて、企業の障害者雇用に関する学際的 研究に興味を持ってきた。日
本国内においてロシアの障害者雇用問題を研究者は私のみであり、前人未到の研究分野で
あった。ロシアにおける企業の社会的責任（ＣＳＲ）と ソーシャル・イノベーションにつ
いての国際比較研究は、グローバル化が進展し、ロシアの 体制転換から四半世紀経た今日
においても、なお世界的に注目されている研究である。当該 テーマは国際学会や国際共同
研究にも取り上げられ、私も個別に参加してきたが、本研究は こうした先行研究水準のレ
ベルを乗り越えるべく、従前の研究の枠を越える比較経営研究な らびに比較企業論研究な
かに、障害者の雇用と社会参加の視点を導入し、「人間の顔をした 企業社会システムの理論
的構築と施策」を打ち出していきたいと本研究課題を着想した。 
 
２．研究の目的 
 本研究は「企業の社会的責任とソーシャル・イノベーション視点からのロシアの障害者雇 
用問題研究」をテーマに、現在ロシアで創出しつつある社会的企業と社会的企業家の行動と 
機能の経営、経済的分析を通じて、ロシアの国家官僚主導型経営システムのノーマリゼーシ 
ョン可能性を探求することを目的とした。プーチン政権下のロシアでは、近年ようやく巨大
政府系企業のなかから企業の社会的責任 （ＣＳＲ）を意識した経営活動が誕生するように
なった。本研究では以下の２つの基軸から 研究を遂行してきた。具体的には、第 1にロシ
アにおける義務雇用制度、雇用政策、障害者雇用 促進政策などの制度研究を行い（公式制
度分析）、第 2に保護雇用、福祉的就労の現場（企 業、施設）における質的調査（非公式制
度分析）を実施し、障害者雇用施策の動向と諸課題 を明らかにした。 
   
３．研究の方法 
 ロシア版ＣＳＲ（Corporate Social Responsibility）、ソーシャル・イノベーショ ンの観
点から、障害者雇用をめぐる制度研究と雇用政策を研究してきた。 本研究の学術的独自性
と創造性は以下のように位置づけることができる。 つまり、ソーシャル・イノベーション
は次の３つのレベルから解決が図られる。 第１は国家レベルにおける公共政策である。こ
こでの主体は政府・行政であり、マクロな 制度改革を通して、医療、福祉、教育領域など
における経済的・社会的パフォーマンスが改 善される。 第２は市場レベルにおけるビジネ
ス活動である。主体はあくまでもビジネス（企業・ＮＰ Ｏ）であり、ここではビジネスを
通して、多様な社会的課題の解決が目指される。 第３はコミュニティレベルにおける社会
活動である。市民社会組織が主体となって、コミ ュニティレベルの市民活動等を通して、
多様な社会的課題の解決が図られる。本研究課題で は第２レベルの視点から研究遂行する。 
さらに本研究では、これまでのロシア版ＣＳＲの「かたち」とは異なるソーシャル・イノ ベ
ーション・タイプのＣＳＲに着目し、企業やＮＰＯ・ＮＧＯなどの障害者雇用の促進、解 決
などに取り組んでいるロシアの社会的企業家に焦点をあてる。ロシア企業の社会性（社会 
的課題に取り組みことを事業活動のミッションとすること）、事業性（社会的ミッションを 
ビジネスとして取り組むこと）、革新性（社会的課題の解決に関する新しい商品、サービス 
の開発、それを提供するための仕組みの開発）という３つの要素から具体的に障害者雇用を 
位置づけ、ロシア企業の新しい像を析出し、新たな理論分析のフレームワークの探求を行っ
た。 
  産業構造の高度化に伴って、労働市場における障害者、特に知的障害者、精 神障害者
は、その持つ労働能力が低位に評価され、経済的効率性の観点から労働市場から排 除され
やすい点に着眼する。 保護雇用型に分類できるロシアの障害者雇用制度について、行政機
関、学校 教育、一般企業、社会的企業等を対象にインタビュー調査を行い、その実態の解
明を目指した。  
 
４．研究成果 
 馬頭忠治・小西豊・松本典子「社会的包摂と排除をめぐって」『比較経営研究』（日本比較



経営学会）第 43号、2019年、128‐138頁。 
 学会報告 
 2021年 12月 18日（土）日本比較経営絵学会西日本部会、小西豊「国家主導型資本主義  
の経済的基盤」（オンライン開催） 
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